
花
を
の
み
待
つ
ら
ん
人
に
山
里
の 

雪
間
の
草
の
春
を
み
せ
ば
や  

藤
原
家
隆 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

田
上 

早
百
合 

 藤
原
家
隆
は
、
鎌
倉
時
代
の
公
卿
・
歌
人
で
す
。
利
休
が
好

ん
で
使
っ
た
、
茶
道
の
詫
び
の
心
を
表
し
た
和
歌
で
す
。 

 

会
津
八
一
（
秋
艸
道
人
）
が
、「
草
（
当
用
漢
字
）」
を
「
艸
」

と
書
い
て
い
る
の
で
、
迷
わ
ず
「
艸
」
を
用
い
、
緑
の
染
料

を
墨
に
混
ぜ
て
、
書
き
ま
し
た
。 


